
平成 31年（令和元年）度 第1回日本脊椎脊髄病学会 安全医療推進委員会議事録 

 

日時：2019.04.19（金） 6:30-7:30  

会場：パシフィコ横浜 会議センター5階 513 

  

出席者：髙相晶士（担当理事）、今釜史郎（委員長）、大谷晃司、奥田真也、折田純久、小西

宏昭、宮腰尚久、村上英樹、湯川泰紹（順不同、敬称略） 
欠席者：西田康太郎（敬称略） 
 

報告・確認事項 
1． 理事会、平成 31年（2019年）度評議員会での報告事項（髙相理事）の確認 

1) 平成 30年（2018年）度の活動報告を行った。 
・脊椎手術合併症調査は今後実施予定であるが、臨床研究の手続きなどが確定した

後、2020年度以降に実施を検討する。 
・合併症調査の内容はすでに本委員会で検討済みの Excelシートを用いることを確
認した。 

 

審議事項 
1． 当委員会のありかたについて 

1) これまで行ってきた脊椎脊髄手術合併症に関する全国多施設調査は今後も継続。 
2) 上記に加え、安全な脊椎手術の増進のために、個別の安全医療情報を提供する。 

2． 脊椎脊髄手術における安全医療情報の内容検討、発信方法について 
1) 脊椎脊髄手術で合併症が報告されたら随時、当委員会でメール審議を行い、対策を
検討する。 

2) 合併症が報告されない場合でも、一定期間ごとに、日本脊椎脊髄病学会ホームペー
ジに安全医療情報を掲載する（広報委員会はご了解ずみ）。 

3) ホームページに掲載する安全医療情報の候補について：最近、本委員会委員の施設
で頚椎前方手術後の気道狭窄について対策が協議された。近日出版予定の日本語

論文を今後メールで理事と委員で確認し、ホームページでの掲載を検討する。日本

脊椎脊髄病学会のホームページは広報委員会で作成段階にあり、安全医療情報の

掲載には時間を要する見込みである。随時理事会での方向性も確認しながら進め

る。 
 

3．次回委員会開催日 

2019.11.15 (金) am7-8時 日本脊椎インストゥルメンテーション学会（筑波） 


